
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１垂直期間前の入力画像データと現垂直期間の入力画像データとの比較を行い
、該比較結果から得られる強調変換パラメータに基づいて、入力画像データを強調データ
に変換した上で液晶表示パネルへ出力することにより、前記液晶表示パネルを加速駆動す
る液晶表示 であって、
　前記入力画像データに対して、ダイナミックレンジを小さくする階調変換を行う

　
ことを特徴とする液晶表示 。

【請求項２】

　

　
。

【請求項３】

10

20

JP 3796253 B2 2006.7.12

装置
手段と

、
前記液晶パネルの温度に基づいて、前記ダイナミックレンジの変換特性を可変制御する

手段とを備えた 装置

少なくとも１垂直期間前の入力画像データと現垂直期間の入力画像データとの比較を行い
、該比較結果から得られる強調変換パラメータに基づいて、入力画像データを強調データ
に変換した上で液晶表示パネルへ出力することにより、前記液晶表示パネルを加速駆動す
る液晶表示装置であって、

前記入力画像データに対して、ダイナミックレンジを小さくする階調変換を行う手段と
、

前記入力画像データの特徴に基づいて、前記ダイナミックレンジの変換特性を可変制御
する手段とを備えたことを特徴とする液晶表示装置



　
。

【請求項４】

　
。

【請求項５】

　
。

【請求項６】

　
。

【請求項７】

　
。

【請求項８】

　

　
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は 晶表示パネルを用いて画像を表示する液晶表示 に関し、特に液晶表示
パネルの応答速度を向上させることができる加速駆 関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　昨今の画像表示装置は、ＰＣ用ＴＶ用ともにブラウン管（ＣＲＴ）にとってかわり、液
晶表示装置（ＬＣＤ）が広く使用されるようになってきている。ＬＣＤは二つの基板の間
に注入されている異方性誘電率を有する液晶層に電界を印加し、この電界の強さを調節し
て基板を透過する光の量を調節することによって所望の画像信号を得る表示装置である。
【０００３】
　現在、ＬＣＤの性能を出来る限りブラウン管に近づけようと様々な研究が行われている
が、液晶の応答速度の改善もその一つである。液晶の応答速度を速める方法としては、液
晶材の最適化や液晶セルの厚み（セルギャップ）を小さくするなど様々な試みがなされて
いるが、他方、液晶自体の性能によらず、その駆動方法を工夫することで応答速度を速め
ようとする研究が行われている。
【０００４】
　このような液晶の応答速度の問題を改善するために、１垂直期間前の入力画像信号と現
垂直期間の入力画像信号の組み合わせに応じて、予め決められた現垂直期間の入力画像信
号に対する階調電圧より高い（オーバーシュートされた）駆動電圧或いはより低い（アン
ダーシュートされた）駆動電圧を液晶表示パネルに供給する液晶駆動方法が知られている
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前記請求項２に記載の液晶表示装置において、
前記入力画像データの特徴は、前記入力画像データの動き量であることを特徴とする液

晶表示装置

前記請求項２に記載の液晶表示装置において、
前記入力画像データの特徴は、前記入力画像データのフレームレートであることを特徴

とする液晶表示装置

前記請求項２に記載の液晶表示装置において、
前記入力画像データの特徴は、前記入力画像データの発生源であることを特徴とする液

晶表示装置

前記請求項２乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置において、
前記ダイナミックレンジの変換特性を１画面単位で可変制御することを特徴とする液晶

表示装置

前記請求項２乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置において、
前記ダイナミックレンジの変換特性を画面内の所定領域単位で可変制御することを特徴

とする液晶表示装置

少なくとも１垂直期間前の入力画像データと現垂直期間の入力画像データとの比較を行い
、該比較結果から得られる強調変換パラメータに基づいて、入力画像データを強調データ
に変換した上で液晶表示パネルへ出力することにより、前記液晶表示パネルを加速駆動す
る液晶表示装置であって、

前記入力画像データに対して、ダイナミックレンジを小さくする階調変換を行う手段と
、

ユーザによる指示入力に基づいて、前記ダイナミックレンジの変換特性を可変制御する
手段とを備えたことを特徴とする液晶表示装置

、液 装置
動に



。以下、本願明細書においては、この駆動方式を加速駆動と定義する。
【０００５】
　例えば特開平４－３６５０９４号公報には、表示用デジタル画像データを１フレーム分
記憶する画像メモリと、上記デジタル画像データと上記画像メモリから１フレーム遅れて
読出される画像データの２入力に対応する画像データを格納したテーブルを記憶したＲＯ
Ｍとを備え、画像データが変化した場合にはその変化の方向と度合いに応じて予め格納し
てある最適な画像データを読出して液晶パネルを駆動することにより、その光透過率の立
上りあるいは立下がりを必要充分な範囲で急峻とさせて、液晶の応答速度を向上させるも
のが提案されている。
【０００６】
　ここで、ＲＯＭに格納されるテーブルは、例えば表示信号レベル数すなわち表示データ
数が８ビットの２５６階調である場合、２５６の全ての階調に対する書込階調データを持
っていても良いし、例えば図１１に示すように、３２階調毎の９つの代表階調についての
強調変換パラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の書込階調データについては
、上記強調変換パラメータから線形補完等の演算で求めるようにしても良い。
【０００７】
　一般的に液晶表示パネルにおいては、ある中間調から別の中間調に変更させる時間は長
く、中間調を１フィールド（約１６．６ m秒）内に表示することができず、残像が発生す
るだけでなく、中間調を正しく表示することができないという課題があったが、上述の加
速駆動を用いることにより、液晶表示パネルの光学応答特性を補償して、目標の中間調を
短時間で表示することが可能となる。
【特許文献１】特開平４－３６５０９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した従来の液晶表示装置においては、１フレーム（フィールド）前
に対して現フレーム（フィールド）の入力画像データが最上位データまたは最下位データ
付近に遷移した場合、加速駆動が適切に動作しないため、液晶表示パネルの光学応答特性
を補償することができず、残像や尾引きの発生を招来するという問題があった。
【０００９】
　例えば、表示信号レベル数すなわち表示データ数が８ビットの２５６階調である場合、
最大階調である２５５以上の階調データや最小階調である０以下の階調データを液晶表示
パネルに書き込むことはできず、最大階調データまたは最小階調データ付近に階調遷移し
た場合、液晶の応答速度を改善することができない。
【００１０】
　すなわち、１フィールド前の入力画像データが１２８階調で、現フィールドの入力画像
データが２５５階調である場合、図１２に示すように、出力表示階調は１フィールド内に
目標到達階調である２５５階調に到達していない（すなわち、１フィールド内に液晶が応
答していない）が、加速駆動を行っても２５５階調以上にデータ強調することができない
ため、液晶表示パネルの光学応答特性を補償することができない。
【００１１】
　従って、従来の液晶表示装置の場合、中間調に遷移する入力画像データに対しては、加
速駆動によるデータ強調を行うことで、液晶表示パネルの光学応答特性を補償して、残像
や尾引きの発生を抑制することが可能であるが、低階調または高階調付近に遷移する入力
画像データについては、加速駆動によるデータ強調を行うことができず、残像や尾引きが
発生して、表示画像の画質を向上させることができないという問題があった。
【００１２】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、低階調または高階調付近に遷移する
入力画像データに対しても、加速駆動によるデータ強調を可能とし、液晶表示パネルの光
学応答特性を補償して、残像や尾引きの発生を抑制することができる液晶表示 を提供
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するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本願の第 の発明は、

前記液晶パネルの温度に基づいて、前
記ダイナミックレンジの変換特性を可変制御する ことを特徴とする。
【００１６】
　本願の第 の発明は、

前記入力画像データの特徴に基づいて
、前記ダイナミックレンジの変換特性を可変制御する ことを特徴とする。
【００１７】
　本願の第 の発明は、前記入力画像データの特徴が、前記入力画像データの動き量であ
ることを特徴とする。
【００１８】
　本願の第 の発明は、前記入力画像データの特徴が、前記入力画像データのフレームレ
ートであることを特徴とする。
【００１９】
　本願の第 の発明は、前記入力画像データの特徴が、前記入力画像データの発生源であ
ることを特徴とする液晶表示装置。
【００２０】
　本願の第 の発明は、前記ダイナミックレンジの変換特性を１画面単位で可変制御する
ことを特徴とする。
【００２１】
　本願の第 の発明は、前記ダイナミックレンジの変換特性を画面内の所定領域単位で可
変制御することを特徴とする。
【００２２】
　本願の第 の発明は、

ユーザによる指示入力に基づいて、前
記ダイナミックレンジの変換特性を可変制御する手段とを備えた 。
【発明の効果】
【００２３】
　本願発明の液晶表示 によれば、入力画像データに対して、ダイナミックレンジを小
さくする階調変換を行っているので、入力画像データが如何なる階調に遷移した場合であ
っても適切なデータ強調を行うことが可能であり、残像や尾引きの発生を抑制して、高品
質な画像表示を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の第１実施形態を、図１乃至図５とともに詳細に説明する。ここで、図１
は本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示すブロック図、図２は本実施形態
の液晶表示装置におけるＲＯＭのテーブル内容を示す概略説明図、図３は本実施形態の液
晶表示装置における階調変換部の変換特性（入出力特性）の一例を示す説明図、図４は本
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１ 少なくとも１垂直期間前の入力画像データと現垂直期間の入力画
像データとの比較を行い、該比較結果から得られる強調変換パラメータに基づいて、入力
画像データを強調データに変換した上で液晶表示パネルへ出力することにより、前記液晶
表示パネルを加速駆動する液晶表示装置であって、前記入力画像データに対して、ダイナ
ミックレンジを小さくする階調変換を行う手段と、

手段とを備えた

２ 少なくとも１垂直期間前の入力画像データと現垂直期間の入力画
像データとの比較を行い、該比較結果から得られる強調変換パラメータに基づいて、入力
画像データを強調データに変換した上で液晶表示パネルへ出力することにより、前記液晶
表示パネルを加速駆動する液晶表示装置であって、前記入力画像データに対して、ダイナ
ミックレンジを小さくする階調変換を行う手段と、

手段とを備えた

３

４

５

６

７

８ 少なくとも１垂直期間前の入力画像データと現垂直期間の入力画
像データとの比較を行い、該比較結果から得られる強調変換パラメータに基づいて、入力
画像データを強調データに変換した上で液晶表示パネルへ出力することにより、前記液晶
表示パネルを加速駆動する液晶表示装置であって、前記入力画像データに対して、ダイナ
ミックレンジを小さくする階調変換を行う手段と、

ことを特徴とする

装置



実施形態の液晶表示装置における液晶の応答動作を示す説明図、図５は本実施形態の液晶
表示装置における階調変換部の変換特性（入出力特性）他の例を示す説明図である。
【００２５】
　図１において、１は入力画像データの階調変化に応じた強調変換パラメータを格納して
いるＲＯＭ、２はフレームメモリ（ＦＭ）、３は現フィールドの画像データとＦＭ２から
読出された前フィールドの画像データとを比較し、該比較結果（階調遷移）に対応する強
調変換パラメータをＲＯＭ１から読出して、強調データ（補正画像データ）を決定 /出力
する演算器、４は演算器３からの強調データに基づいて、液晶パネル５のゲートドライバ
６及びソースドライバ７に液晶駆動信号を出力する液晶コントローラである。
【００２６】
　また、８は入力画像データの階調数（表示信号レベル数）を、液晶パネル５の表示階調
数（表示データ数）より小さくするように変換した上で、フレームメモリ２及び演算器３
に出力する階調変換部であり、液晶パネル５の表示データ数が８ビットの２５６階調であ
る場合、表示信号レベル数を２５５階調より少ない階調数に変換するものである。
【００２７】
　階調変換部８は、例えば図２に示すような入出力特性（階調変換特性）を持つ演算器、
ＬＵＴテーブルなどによって構成することができる。ここでは、表示信号レベル数が２５
６階調（０～２５５）である入力画像データを、液晶表示パネル６の表示データ数（＝２
５６階調）より小さな２２４階調（１６～２３９）に変換しており、すなわち、入力画像
データのダイナミックレンジを狭くする処理を行っている。
【００２８】
　また、ＲＯＭ１は、１フィールド前後の入力画像データの階調遷移に対応した強調変換
パラメータを格納したテーブルが記憶されており、階調変換後の表示信号レベル数がＮ階
調である場合、Ｎ×Ｎの全ての階調遷移パターンに対する強調変換パラメータを持ってい
ても良いが、ここではＲＯＭ１のメモリ容量を低減するために、例えば図３に示すような
、Ｍ（＜Ｎ）階調毎の９つの代表階調についての９×９の強調変換パラメータ（実測値）
のみを記憶したテーブルを用いて構成している。
【００２９】
　尚、ＲＯＭ１の変換テーブルは、図２に示した階調変換部８の入出力特性に合わせるた
め、１フィールド前後の１６、４４、７２、１００、１２８、１５６、１８４、２１２、
２３９階調に対する強調変換パラメータを格納している。この強調変換パラメータは、図
９に示した従来の変換テーブルにおける０、３２、６４、９６、１２８、１６０、１９２
、２２４、２５５階調に対するものと同じであり、ＲＯＭ１の内容は実質変更されていな
い。
【００３０】
　演算器３は、１フィールド前後の入力データの階調遷移に応じて、ＲＯＭ１を参照する
ことにより、対応する強調変換パラメータを読出し、この強調変換パラメータに線形補完
等の演算を施すことで、すべての階調遷移に対して液晶コントローラ４に出力する強調デ
ータ（補正画像データ）を決定することができる。
【００３１】
　例えば、１フィールド前の入力画像データが１２８階調で、現フィールドの入力画像デ
ータが２５５階調である場合、本実施形態においては、現フィールドデータを２３９階調
に変換した上で加速駆動を行って、２５５階調の強調データ（補正階調データ）を液晶コ
ントローラ４へ出力している。従って、図４に示すように、出力データ（書込階調データ
）は図１０に示した従来例と同じであるが、目標到達階調が２３９階調に下がるため、１
フィールド内の液晶応答が可能となり、残像や尾引きが発生しない高品位の画像表示を実
現することができる。
【００３２】
　ここで、上述のように、階調（ダイナミックレンジ）変換処理を行うことによって、階
調表現数は減少することになり、表示画像のコントラストが低下することとなるが、その
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分残像や尾引きの発生を抑制することが可能になるため、総合的な画質は向上する。
【００３３】
　また、液晶パネル５の光学応答特性（速度）は、液晶の配向モードや液晶材料に電界を
印加するための電極構造などによって変化するので、この液晶パネル５の光学応答特性に
応じて、上記階調変換部８の変換特性を設定することで、より有効な画質改善が可能とな
る。
【００３４】
　例えば、ノーマリーブラックモードの液晶パネルであって、低階調（０階調）付近へ遷
移する場合の応答速度は速いが、高階調（２５５階調）付近へ遷移する場合の応答速度が
遅い液晶パネルを用いる場合は、階調変換部８の変換特性（入出力特性）を、図５に示す
ような特性とすることによって、低階調（黒）側のコントラストを維持しつつ、高階調（
白）側で発生する残像や尾引きを抑制することが可能となる。
【００３５】
　以上のように、本実施形態によれば、入力画像データの階調数を、液晶パネル５の表示
階調数より小さくするように変換した上で、加速駆動を行っているため、入力画像データ
が如何なる階調に遷移した場合であっても、これにデータ強調を施すことが可能となり、
残像や尾引きの発生を抑制して、高品質な画像表示を実現することができる。
【００３６】
　尚、上記実施形態においては、ＲＯＭ１、演算器３により強調変換処理を行っているが
、ＲＯＭ１を設ける代わりに、例えば遷移前の階調と遷移後の階調とを変数とする２次元
関数ｆ（ pre， cur）により、液晶パネル５の光学応答特性を補償する強調データを求める
構成としても良い。
【００３７】
　また、上記実施形態では、１フィールド前の画像データと現フィールドの画像データと
を比較し、該比較結果から得られる強調変換パラメータを用いて、液晶パネル５の応答速
度を改善しているが、例えば２フィールド前、３フィールド前の画像データをも用いて、
強調変換パラメータを求めるような構成としても良いことは言うまでもない。
【００３８】
　次に、本発明の第２実施形態について、図６乃至図８とともに詳細に説明するが、上述
した第１実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図６は
本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成の一例を示すブロック図、図７は本実施
形態の液晶表示装置における階調変換部の変換特性（入出力特性）を示す説明図、図８は
本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成の他の例を示すブロック図である。
【００３９】
　本実施形態の液晶表示装置は、図６に示すように、入力画像データに対して所定の階調
変換処理を施す階調変換部１８と、装置内温度を検出するためのサーミスタ９と、サーミ
スタ９からの電圧値（検出温度）に対してヒステリシス処理を施し、階調変換部１８の変
換特性（入出力特性）を切替制御するための制御信号を出力するマイコン１０とを備えて
いる。尚、サーミスタ９は、できるだけ液晶パネル５の温度を正確に検出することが可能
な位置に設けられるのが望ましい。
【００４０】
　ここで、階調変換部１８は、例えば図７に示すように、３つの階調変換特性（入出力特
性）ａ～ｃを有する演算器、ＬＵＴテーブルなどによって構成されており、この入出力特
性ａ～ｃがマイコン１０から供給される制御信号に応じて切換えられる。ここで、図７中
の破線で示す入出力特性ａは、入力データ階調をそのまま無変換で出力する特性であるこ
とを示している。
【００４１】
　すなわち、液晶の応答速度は温度依存性が非常に大きく、特に液晶パネル５の温度が低
下した状態においては、液晶の応答速度が遅くなるため、残像や尾引きが発生して、表示
品位を著しく損なう。そこで、本実施形態においては、環境温度に応じて入力画像データ
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のダイナミックレンジを可変制御することにより、常に良好な画像表示を実現可能として
いる。
【００４２】
　例えば、通常温度時においては、入出力特性ｂを選択して、コントラストの低下を最小
限に抑えつつ、残像や尾引きの発生を防止する。また、高温使用時においては、液晶の応
答速度は早く、残像や尾引きが発生する可能性が低くなるため、入出力特性ａ（無変換特
性）を選択して、コントラストの維持を優先する。一方、低温使用時においては、液晶の
応答速度は遅く、残像や尾引きが発生する可能性が高いため、入出力特性ｃを選択して、
コントラストを多少犠牲にしても、残像や尾引きの発生が抑制されるように制御する。
【００４３】
　以上のように、本実施形態によれば、環境温度に応じて、コントラストの維持とトレー
ドオフの関係にある残像や尾引きの抑制処理を適切に制御することができるので、どのよ
うな環境下であっても総合的な画質を向上させることが可能である。ここで、上記階調変
換特性の切換制御が画面（フレーム）単位で行なわれることは言うまでもない。
【００４４】
　尚、上記実施形態の場合、階調変換部１８において無変換パラメータを選択可能に備え
、階調変換部１８より入力階調データをそのままスルー出力することが可能な構成として
いるが、図８に示すように、切換スイッチ１１により、階調変換部８にて階調変換が施さ
れた階調変換データと入力階調データとを選択的に切換出力する構成としても良いことは
言うまでもない。
【００４５】
　次に、本発明の第３実施形態について、図９とともに詳細に説明するが、上述した第２
実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図９は本実施形
態の液晶表示装置における要部概略構成を示すブロック図である。
【００４６】
　本実施形態の液晶表示装置は、図９に示すように、入力画像データに対して所定の階調
変換処理を施す階調変換部１８と、フレームメモリ２に格納されている前フレームの画像
データを利用して現フレームの入力画像データの動き量を検出する動き検出部１２と、動
き検出部１２にて検出された動き量に基づいて、階調変換部１８の変換特性（入出力特性
）を切替制御するための制御信号を出力するマイコン１３とを備えている。
【００４７】
　すなわち、例えば動きの少ない画像や静止画像を表示する際には、残像や尾引きが発生
する可能性は少ないので、入出力特性ａ（無変換特性）を選択して、コントラストの維持
を優先する。一方、大きな動きがある画像データが入力された場合は、残像や尾引きが発
生する可能性が高いため、入出力特性ｃを選択して、コントラストを多少犠牲にしても、
残像や尾引きの発生が抑制されるように制御する。
【００４８】
　このように、本実施形態においては、入力画像データの動き量に応じて、該入力画像デ
ータのダイナミックレンジを可変制御することにより、コントラストの維持とトレードオ
フの関係にある残像や尾引きの抑制処理を適切に制御することができ、常に良好な画像表
示が実現可能である。ここで、上記階調変換特性の切換制御が画面（フレーム）単位で行
なわれることは言うまでもない。
【００４９】
　尚、本実施形態においては、入力画像データの動き量に応じて、該入力画像データのダ
イナミックレンジを可変制御するものについて説明したが、これに限らず、入力画像デー
タの特徴に応じて、該入力画像データのダイナミックレンジを適宜可変制御することで、
コントラストの維持と残像や尾引きの抑制とを両立させて、高画質の画像表示を実現する
ことが可能となる。
【００５０】
　例えばＰＣ（パーソナルコンピュータ）の画面出力信号は、ほとんどが静止画であり、
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液晶の応答速度は問題にならないため、ＰＣ画面入力時には入力階調を変換することなく
、コントラストを優先するなど、入力画像データのソース（発生源）を検出する手段を設
け、この入力ソースに応じて、入力画像データのダイナミックレンジを適宜可変制御する
ように構成しても良い。
【００５１】
　また、入力画像データのフレームレート（時間解像度）を検出する手段を設け、検出さ
れたフレームレートに応じて、入力画像データのダイナミックレンジを適宜可変制御する
ように構成しても良い。すなわち、フレームレートが小さい時は、液晶の応答速度は問題
にならないため、入力階調を変換することなく、コントラストを優先するようにすれば良
い。
【００５２】
　さらに、例えば１６：９のワイドアスペクトを有する画像を４：３の液晶パネルに表示
する際、原画像を液晶パネル画面の中央部に表示するとともに、液晶パネルの上下端部に
黒表示を行う（非映像部分に黒信号を書き込む）が、この場合、液晶パネルの画面中央部
における映像表示領域に対してのみ、入力画像データの階調変換を行い、上下端部の黒表
示領域に対しては階調変換を行なわないように切換制御しても良い。
【００５３】
　これによって、動きがある映像表示部分では残像や尾引きの発生を抑制しつつ、上下端
部の黒帯表示部分をより黒く表示することで、コントラストを向上させることが可能とな
る。このように、画面領域毎の特徴に応じて、該画面領域単位で階調変換特性の切換制御
を行なうことによって、良好な画像表示を実現することが可能となる。
【００５４】
　次に、本発明の第４実施形態について、図１０とともに詳細に説明するが、上述した第
２実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図１０は本実
施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示すブロック図である。
【００５５】
　本実施形態の液晶表示装置は、図１０に示すように、図示しないリモートコントロール
装置から出力されたリモコン信号（各種指示信号）を受信するリモコン受光部１４と、リ
モコン受光部１４にて受信されたリモコン信号に基づいて、階調変換部８にて変換処理が
施された階調変換データと入力階調データとを選択的に切換出力するスイッチ１１を切替
制御するための制御信号を出力するマイコン１５とを備えている。
【００５６】
　すなわち、当該装置の使用環境や入力画像の種別（ソース）によっては、階調変換によ
るコントラストの低下が気にならない場合があり、このような場合にユーザがリモコンを
用いて、階調変換データを選択出力することで、残像や尾引きの発生を抑制することが可
能になる。
【００５７】
　このように、本実施形態においては、ユーザが表示画像を視聴しながら、コントラスト
の維持と残像や尾引きの抑制とのいずれを優先するかを判断して適宜選択することが可能
であるので、常にユーザにとって高画質の画像表示を実現することができる。
【００５８】
　上述のとおり、本実施形態の液晶表示方法は、入力画像データに対して、ダイナミック
レンジを小さくするように階調変換した上で加速駆動を行っているため、入力画像データ
が如何なる階調に遷移した場合であっても適切なデータ強調を行うことが可能となり、残
像や尾引きの発生を抑制して、高品質な画像表示を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の液晶表示装置の第１実施形態における要部概略構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の液晶表示装置の第１実施形態におけるＲＯＭのテーブル内容の一例を示
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す概略説明図である。
【図３】本発明の液晶表示装置の第１実施形態における階調変換部の変換特性（入出力特
性）の一例を示す説明図である。
【図４】本発明の液晶表示装置の第１実施形態における液晶の応答動作を示す説明図であ
る。
【図５】本発明の液晶表示装置の第１実施形態における階調変換部の変換特性（入出力特
性）の他の例を示す説明図である。
【図６】本発明の液晶表示装置の第２実施形態における要部概略構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図７】本発明の液晶表示装置の第２実施形態における階調変換部の変換特性（入出力特
性）を示す説明図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の第２実施形態における要部概略構成の他の例を示すブロ
ック図である。
【図９】本発明の液晶表示装置の第３実施形態における要部概略構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図１０】本発明の液晶表示装置の第４実施形態における要部概略構成を示すブロック図
である。
【図１１】従来の液晶表示装置におけるＲＯＭのテーブル内容の一例を示す概略説明図で
ある。
【図１２】従来の液晶表示装置における液晶の応答動作を示す説明図である。
【符号の説明】
【００６０】
１　ＲＯＭ
２　フレームメモリ
３　演算器
４　液晶コントローラ
５　液晶パネル
６　ゲートドライバ
７　ソースドライバ
８、１８　階調変換部
９　サーミスタ
１０、１３、１５　マイコン
１１　切換スイッチ
１２　動き検出部
１４　リモコン受光部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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